
平成２３年７月新潟・福島豪雨による阿賀野川災害復旧の概要

早出川

阿賀野川

平成23年7月30 11時50分撮影

管内観測史上最大10,000m3/s超の大出水
平成23年7月30日 11時50分撮影

（馬下観測所 最高水位23.79m 7月30日11時50分）



平成２３年７月２８日発生災害（阿賀野川水系阿賀野川） 国土交通省 阿賀野川河川事務所

位 置 図
⑥

位 置 図

①新潟県阿賀野市法柳地先 R11.7KP 基盤漏水
②新潟県阿賀野市嘉瀬島地先 R20.4KP 堤防漏水、法崩れ
③新潟県五泉市清瀬地先 L28.2KP 低水護岸欠壊

⑥小松地先 低水護岸欠壊

④新潟県阿賀野市渡場地先 L29.2KP 床固護床工流出
⑤新潟県阿賀野市渡場地先 R29.6KP 基盤漏水
⑥新潟県阿賀野市小松地先 R33.6KP 低水護岸欠壊

⑥阿賀野川頭首工
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早出川
平成23年7月30日出水写真（阿賀野市渡場地先）

安田橋
五泉市

②嘉瀬島地先 堤防漏水、月の輪対応中 ④渡場左岸地先 渡場床固護床工流出

安田橋

渡場床固工

阿賀野市

渡場床固工

←80cm
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● 災害復旧工事 （Ｈ２３～Ｈ２４年度 直轄河川災害復旧事業） 1/3

箇　所
番　号 位　　　置 地　先　名 種　　別 延長・数量

阿賀野川（右岸） ｍ

① No.11.7k 基盤漏水 350 一部釜段土のう しゃ水矢板工
自11.6k-63m　至11.8k+36m
阿賀野川（右岸）

② №20.4k 堤防漏水、法崩れ 120 月の輪、シート張り ドレーン工
自20.2k+111m　至20.2k+230m
阿賀野川（左岸）

阿賀野市　嘉瀬島地先

被　災　箇　所 災　害　区　分
応急対策 災害復旧

阿賀野市　法柳地先

大型連節ブロック

▽H.W.L

▽D.H.W.L

AS

①R11.7K（阿賀野市法柳地先）

・基盤漏水状況 ・災害復旧工法：しゃ水矢板工

応急対策：釜段工

阿賀野川（左岸）

③ №28.2k 90 護岸工，根固め工
自28.2k+138m　至28.2k+230m
阿賀野川（左岸）

④ №29.2k 65 護床工，根継ぎ工
自29.2k+67m　至29.2k+132m
阿賀野川（右岸）

⑤ №29.6k 100 釜段土のう しゃ水矢板工
自29.6k-57m　至29.6k+43m

五泉市　清瀬地先 低水護岸欠壊

阿賀野市　渡場地先 床固護床工流失

阿賀野市  渡場地先 基盤漏水

遮水矢板
L=15.0m

笠コンクリート
基礎材

DL=0.00

阿賀野川（右岸）
⑥ №33.6k 50 坂路は立入防止 護床工，根固め工

自33.6k-10m　至33.6k+41m

阿賀野市  小松地先 低水護岸欠壊
不透水層

1.
0m

程
度

⑥

①
⑤

②
③

④

⑤

③

②R20.4K（阿賀野市嘉瀬島地先）

・堤防漏水及び法崩れ状況

AS

D.H.W.L

被災後地盤線
種子吹付

L=8.3m

切
り

返
し

1
.
0
m

H.W.L

・災害復旧工法：ドレーン工

応急対策：シート張り工応急対策：月の輪工

BL
AS

DL=5.00

光ファイバー
仮廻し・復旧

ドレーン工
(栗石中詰) 堤脚水路

想定すべり線
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● 災害復旧工事 （Ｈ２３～Ｈ２４年度 直轄河川災害復旧事業） 2/3

箇　所
番　号 位　　　置 地　先　名 種　　別 延長・数量

阿賀野川（右岸） ｍ

① No.11.7k 基盤漏水 350 一部釜段土のう しゃ水矢板工
自11.6k-63m　至11.8k+36m
阿賀野川（右岸）

② №20.4k 堤防漏水、法崩れ 120 月の輪、シート張り ドレーン工
自20.2k+111m　至20.2k+230m
阿賀野川（左岸）

阿賀野市　嘉瀬島地先

被　災　箇　所 災　害　区　分
応急対策 災害復旧

阿賀野市　法柳地先

④L29.2K（阿賀野市渡場地先）
・床固護床工流出状況（全景） ・護床工流出状況

阿賀野川（左岸）

③ №28.2k 90 護岸工，根固め工
自28.2k+138m　至28.2k+230m
阿賀野川（左岸）

④ №29.2k 65 護床工，根継ぎ工
自29.2k+67m　至29.2k+132m
阿賀野川（右岸）

⑤ №29.6k 100 釜段土のう しゃ水矢板工
自29.6k-57m　至29.6k+43m

五泉市　清瀬地先 低水護岸欠壊

阿賀野市　渡場地先 床固護床工流失

阿賀野市  渡場地先 基盤漏水 ・災害復旧工法：護床工，根継ぎ工②区間(既設 ック等再利用 新設 ック)

阿賀野川（右岸）
⑥ №33.6k 50 坂路は立入防止 護床工，根固め工

自33.6k-10m　至33.6k+41m

阿賀野市  小松地先 低水護岸欠壊

▽D.H.W.L

護床工8t型（下層；袋詰玉石工4t型）W=8m
(既設ブロック等再利用)

護床工8t型（下層；袋詰玉石工4t型）W=49m
(既設ブロック等再利用＋新設ブロック)

▽H.W.L

十字BL

BL ネット

①
⑤

⑥

BL BL BL
ネット

②
③

④

⑤

③
④

③L28.2k（五泉市清瀬地先）

・災害復旧工法：護岸工，根固め工

2.0

天端工

▽H.W.L

大型ブロック張
2.0

10.0

▽D.W.H.L

袋詰玉石工
(蛇カゴ、連ブロ再利用)

被災前断面

・低水護岸欠壊状況（全景） ・低水護岸欠壊状況

天端保護工
盛 土

（現地掘削土流用） 10.0

巻止工

法留工

止杭

根固工4t型

蛇カゴ
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● 災害復旧工事 （Ｈ２３～Ｈ２４年度 直轄河川災害復旧事業） 3/3

箇　所
番　号 位　　　置 地　先　名 種　　別 延長・数量

阿賀野川（右岸） ｍ

① No.11.7k 基盤漏水 350 一部釜段土のう しゃ水矢板工
自11.6k-63m　至11.8k+36m
阿賀野川（右岸）

② №20.4k 堤防漏水、法崩れ 120 月の輪、シート張り ドレーン工
自20.2k+111m　至20.2k+230m
阿賀野川（左岸）

阿賀野市　嘉瀬島地先

被　災　箇　所 災　害　区　分
応急対策 災害復旧

阿賀野市　法柳地先

⑤R29.6K（阿賀野市渡場地先）

既設石張護岸

▽HWL

・基盤漏水状況

応急対策：釜段工

・災害復旧工法：しゃ水矢板工

阿賀野川（左岸）

③ №28.2k 90 護岸工，根固め工
自28.2k+138m　至28.2k+230m
阿賀野川（左岸）

④ №29.2k 65 護床工，根継ぎ工
自29.2k+67m　至29.2k+132m
阿賀野川（右岸）

⑤ №29.6k 100 釜段土のう しゃ水矢板工
自29.6k-57m　至29.6k+43m

五泉市　清瀬地先 低水護岸欠壊

阿賀野市　渡場地先 床固護床工流失

阿賀野市  渡場地先 基盤漏水

既設石張護岸

遮水矢板
L=8.0m

笠コンクリート
基礎材

シルト混じり細砂（透水層）

シルト混じり砂礫（透水層）

度

阿賀野川（右岸）
⑥ №33.6k 50 坂路は立入防止 護床工，根固め工

自33.6k-10m　至33.6k+41m

阿賀野市  小松地先 低水護岸欠壊

⑥

不透水層1
.
0
m
程
度

①
⑤

②
③

④

⑤

天端保護工(フトンカゴ)

③

⑥R33.6K（阿賀野市小松地先）

低水護岸欠壊状況（全景）
・災害復旧工法（護床工，根固め工）

低水護岸欠壊状況

ジャカゴ

9.593.53 1.000.40

0.60
0.40▽D.H.W.L▽H.W.L

13
.1

0.60

大型ブロック張

大型ブロック張 巻止工

天端工

平張工

天端保護工(フトンカゴ)
(石積・蛇カゴ石再利用)

根固め工6t型
W=8.0m

2.002.00

被災前現況地盤線

・低水護岸欠壊状況（全景） ・低水護岸欠壊状況

石積

石積

法留工

4.
2

被災後現況地盤線
▽W.L

4



○ 被害状況（1/2）

＜堤防漏水被害＞

■阿賀野川本川で堤防漏水が6箇所、堤防法崩れが11箇所で発生。

＜堤防漏水被害＞

L6.0付近 堤防背面法先部からの漏水状況 L6.0k付近 堤防背面からの漏水状況

L14.2k付近 横越川裏法崩れ状況
L29.2k付近堤防川表法崩れ
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○ 被害状況（2/2）

■早出川支川太田川では内水により、市役所、五泉高校付近で浸水被害が発生。

＜内水被害＞

L22.2k付近 堤内地の浸水状況 早出川L2.0k 堤内地浸水状況

早出川支川太田川（五泉市太田）浸水状況① 早出川支川太田川（五泉市太田）浸水状況②
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○ 応急対応（1/2）

＜土のう積み（浸水防止）＞ ＜シート張り（堤防裏法崩れ防止）＞

■被災箇所については、地域の水防団を中心に水防活動を実施し、被害の拡大を防止。

＜土のう積み（浸水防止）＞ ＜シート張り（堤防裏法崩れ防止）＞

R0 2k付近 R20 4k付近R0.2k付近 R20.4k付近

＜月の輪工（法尻漏水防止）①＞ ＜月の輪工（法尻漏水防止）②＞

R20.4k付近 L19.0ｋ付近
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○ 応急対応（2/2）

■危険箇所として位置づけられていたＪＲ羽越線鉄橋付近については、平成22年度に特殊堤を実施済み。
■さらに穴空き部分については、30日明朝、京ヶ瀬、阿賀野市水防団約30名による土嚢積みを実施。

＜３者覚書による水防活動（土のう積み工）＞
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